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Abstract
There is limited information about the effect of different levels of competition on the 
physical fitness of college soccer players. Therefore, we compared the physical fitness of 
soccer players from different levels of competition within the same college team. We tested 
111 male college soccer players from the same college team for high (first), moderate (second), 
and low (third) competition levels. We used the Yo-Yo Intermittent Recovery Test level 2 
(Yo-Yo IR2); 10-, 20-, and 30-m sprints; countermovement jump (CMJ); and 5 rebound 
jump test (5RJ). The Yo-Yo IR2 and 5RJ results were significantly higher in the first group 
than in the second and third groups. Further, the CMJ was significantly higher in the first 
group than in the third group. Between the second and third groups, the Yo-Yo IR2, CMJ, 
and 5RJ results were significantly higher in the second group than in the third group. 
However, the third group had a significantly higher 10-m sprint time than the second group. 
These findings suggest that college soccer players from the high level of competition had 
superior values for the Yo-Yo IR2, CMJ, and 5RJ tests than the players from the low level 
of competition within the same team. In contrast, the sprint test did not reveal a superior 
performance for players from the high level of competition. Therefore, jump tests may serve 
as an index of anaerobic power that better reflects different levels of competition within the 
same team compared with sprint tests.
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1.  緒言

サッカー選手は，試合中に 10km 〜 13km を移動し，加
速，減速，方向転換やジャンプなど約 1350 回の動作を４
〜６秒毎に行う（Mohr et al., 2005）．Barnes et al.（2014）
は，2006 年から 2012 年の６年間のイングランドプレミア
リーグにおいて，１試合中の合計スプリント回数と距離が

年を追うごとに漸増したことを報告しており，近年の競技
水準の高いサッカーでは，試合中により高強度な運動を繰
り返し行う傾向にあるため，特に間欠的高強度運動能力，
無酸素性運動能力は現代のサッカー選手にとって重要な体
力要因である．Bangsbo et al.（2008）は，競技水準の高
いサッカー選手を対象に，間欠的高強度運動能力の指標で
ある Yo-Yo Intermittent Recovery Test Level 2（以下，
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Yo-Yo IR2）を実施した結果，トップエリート（1260m），
中程度のエリート（1050m），サブエリート（840m）の順
に走行距離が減少していることを報告している．このよう
にエリートサッカー選手では，競技水準が高くなるにつれ
て，間欠的高強度運動能力が高くなる傾向がある．

競技水準の高い選手が無酸素性運動能力と間欠的高強度
運動能力が優れているという傾向は，競技水準の高いエ
リートサッカー選手だけではなく，大学サッカー選手でも
報告されている．例えば，田村と堀野（2020）は，関東大
学サッカーリーグ２部に所属する大学男子サッカーチーム
を対象に体力テストを実施した結果，競技水準の高い選手
は，スピード（50m スプリント），アジリティ（ステップ
50），パワー（バウンディングジャンプ），間欠的高強度運
動能力（Yo-Yo IR2）が優れた傾向にあることを報告して
いる（田村と堀野，2020）．日本の大学サッカーでは，チー
ム数に対する競技人口が比較的多いことから，同一の大学
内で複数のチームを編成することが多い．同一大学で競技
水準と体力の指標との関連を明らかにすることは，監督や
コーチにとってチーム編成を考える上で，有益な情報の一
つになると考えられる．先行研究の多くは，所属チームに
よって選手の競技水準を判定している（Cometti et al., 
2001; Ingebrigtsen et al., 2012; Wisloff et al., 2004）．しか
しながら，ポジションによって選手の体力特性が変化する
ように，選手は試合中に要求される戦術的行動によって体
力特性に特徴が現れる．Qing et al.（2019）は，2018 年
FIFA ワールドカップ出場チームを戦術特性で分類した
時，ポゼッションプレーを特徴とするチームは，ダイレク
トプレーを特徴とするチームと比較して，試合中の高強度
ランニングやスプリントの距離が長かったことを報告して
いる．したがって，異なるチームの選手の体力指標を比較
する場合，各選手が所属するチームの戦術特性が反映され，
競技水準による体力指標の差を反映していない可能性があ
る．しかし，同一チームの大学男子サッカー選手の競技水
準による体力指標の違いを調査した研究は少ない．田村と
堀野（2020），Ueda et al.（2011）は，公式戦への登録や
出場経験を基準に２群に分類した同一チーム内の大学男子
サッカー選手の体力指標を比較している．また，山田ほか

（2020）は競技水準によって同一チーム内の大学男子サッ
カー選手を，競技水準がチーム内のカテゴリー編成を基準
に２群に分類し，上位群のうち，より高い競技水準の選手
６名を最も高い競技水準である Top 群とし，体力指標の
差を検討している．しかしこれら先行研究は，チーム内の
相対的競技水準によって２群に分類されていることや，１
群の人数が少ないことから，さまざまな競技水準の大学男
子サッカー選手の体力指標を横断的に比較しているとはい
えない．したがって，同一チーム内で幅広い競技水準の男

子大学サッカー選手を対象に，競技水準と体力指標との関
連性について明らかにすることができれば，今後の指導現
場にとって有益な知見となり得ることが考えられる．

そこで本研究は，同一の大学で複数のチームを編成して
いる男子サッカー選手をそれぞれが出場するリーグ戦を基
準に３群に分類し，体力テストを実施することで，競技水
準と体力指標の関連性を検討することを目的とした．

2.  方法

2.1.  対象者

対象者は，素早いプレッシングとピッチを広く使ったポ
ゼッションを志向する同一大学の体育会に所属する男子
サッカー選手 111 名，内訳はＡカテゴリー 14 名，Ｂカテ
ゴリー 26 名，Ｃカテゴリー 26 名，Ｄカテゴリー 23 名，
Ｅカテゴリー 22 名であった．各カテゴリーが所属してい
るリーグは，Ａカテゴリーが地域大学生１部リーグ，Ｂと
Ｃカテゴリーが地域社会人１部リーグ，ＤとＥカテゴリー
がインディペンデンスリーグであった．本研究では所属し
ているリーグに応じて，Ａカテゴリーを First グループ

（n=14），ＢとＣカテゴリーを Second グループ（n=52），
ＤとＥカテゴリーを Third グループ（n=45）に分類し，
競技水準が高い順に，First，Second，Third グループと
して扱った．各グループの選手の身長，体重および競技年
数を Table 1 に示した．

対象者には，事前に実験の内容及び危険性を口頭，書面
にて十分に説明し，実験参加の承諾を得た．なお本研究は，
中京大学スポーツ科学研究科倫理審査委員会（2021-54）
倫理委員会の承認を得て行った．

2.2. 　体力テスト

体力テストは，Yo-Yo IR2，30m スプリントテスト，カ
ウンタームーブメントジャンプテスト（以下，CMJ），５
回連続リバウンドジャンプテスト（以下，5RJ），を行った．
体力テストは，各チームの準備期（公式戦１〜２ヶ月前）
に実施した．Yo-Yo IR2，30m スプリントテストは，サッ
カー専用のスパイクを履いて人工芝のサッカー場で実施し
た．CMJ および 5RJ は，トレーニングシューズを履いて
室内で実施した．すべての測定は，同一の時期に，カテゴ
リーごとに時間をわけて実施した．

Yo-Yo IR2 は，独立行政法人日本スポーツ振興センター
ほか（2020）の測定方法に基づいて実施した．走行距離の
判定には，対象者３名に対して１名の測定者を配置した．
対象者には，最初のシグナル音に合わせてスタートし，



Taichi, N. et al.

Football Science Vol.19, 22-27, 2022
https://www.jssf.net/home.html

24

20m 先の折り返し地点のラインを踏むもしくは踏み越え
てターンして，ゴール時のシグナル音までにスタートライ
ンに戻って来るように指示した．測定は，各対象者がゴー
ル時のシグナル音に２回ついてこられなかった時に終了し
た．なお，各ゴールしてから 10 秒間の休息時には，５m の
距離を往復してスタート地点に戻ってくることを指示した．

CMJ，RJ は，マットスイッチ（Multi Jump Tester, DKH
社製）を用いて滞空時間および接地時間を計測した．CMJ
は，対象者に腰を両手で掴み立位姿勢から反動動作を用い
て最大努力でジャンプするように指示した．十分な休息を
挟み，２回実施し，良い方の記録を代表値として採用した．
ジャンプ高は，滞空時間を以下の式に代入することによっ
て算出した（Asumussen and Bonde-peterson, 1974）．

跳躍高＝1/8・9.81・（滞空時間）2，9.81 は重力加速度（m/s2）
5RJ は，対象者に腰を両手で掴み立位姿勢からその場で

６回ジャンプし，できる限り短い接地時間で高く飛ぶことを
指示した．5RJの評価は，跳躍高を接地時間で除すことによっ
て算出し，リバウンドジャンプ指数（以下，RJ-index）を求
めた．RJ-index が最も高い記録を代表値として採用した．

30m スプリントテストは，光電管を用いて実施した．
対象者は，任意のタイミングでスタートした．スタート地
点，10m，20m，30m 地点に，地上から１m の高さに光電
管を設置し 0－10m，0－20m，0－30m の区間を走るのに
要した時間を測定した．２回測定を行い，0－30m のスプ
リント時間が短い方の試行の 0－10m，0－20m，0－30m
のスプリント時間を代表値として採用した．

2.3.  統計方法

測定値は平均±標準偏差で示した．統計処理には統計処
理ソフトウェア（SPSS Statistics ver23, IBM 社製）を用
いた．身長，体重，競技歴および体力測定項目には，一元
配置分散分析を行い，その後の検定には Turkey-Kramer

法を用いた．なお，有意水準は危険率５% 未満とした．

3.  結果

各測定結果を Table 2 に示した．First グループは，Yo-
Yo IR2，5RJ が Second グループ，Third グループと比較
して有意に高く，CMJ は，Third グループと比較して有
意に高かった．Second グループは，Yo-Yo IR2，CMJ，
5RJ が Third グループと比較して，有意に高かった．
Thirdグループは，10mスプリントタイムが，Secondグルー
プと比較して有意に高かった（Table 2）．

4.  考察

本研究は同一の大学で複数のチームを編成している男子
サッカー選手を対象に，体力テストを実施し，競技水準と
体力の指標との関連性について明らかにすることを目的と
した．本研究の結果から，同一の大学において競技水準の
高い選手は競技水準の低い選手と比較して Yo-Yo IR2，
CMJ，5RJ が優れていることが明らかになった．

サッカー選手は，試合中に高強度な無酸素運動を繰り返
しており，高強度運動による疲労から，次の高強度運動に
向けてすばやく回復する必要がある．Yo-Yo IR2 は，サッ
カーの試合中と同じような回復能力と高強度ランニングを
繰り返す能力である間欠的高強度運動能力を測定すること
ができる（バングスボとモア，2015）．そのため，サッカー
の指導現場では，Yo-Yo IR2 は選手のコンディショニング
管理やトレーニング効果の把握の指標として用いられてい
る（財団法人日本サッカー協会スポーツ医学委員会，
2011）．本研究では，同一大学内でも競技水準の高い選手
は競技水準の低い選手と比較して優れた Yo-Yo IR2 の結
果を示した．エリートサッカー選手の Yo-Yo IR2 の評価
表（バングスボとモア，2015）と比較すると，本研究の

Table 1   Anthropometric and athletic careers of subjects

Values are means ± SD. * p < 0.05 vs. Third.

First (n = 14) Second (n = 52) Third (n = 45)

Height (cm) 172.4 ± 6.6 172.9 ± 4.4 172.7 ± 6.5

Body mass (kg) 68.6 ± 6.6 67.7 ± 4.4 64.8 ± 6.6

Athletic career 
(years) 14.5 ± 1.5 * 14.2 ± 1.8 * 13.0 ± 2.4

Age (years) 21 ± 1 21 ± 1 21 ± 1
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First グループの結果（1340m）は６段階中の３番目の評
価（ よ い，1200m ～ 1360m），Second グ ル ー プ の 結 果

（1033.3m） は ４ 番 目 の 評 価（ 普 通，1000 ～ 1160m），
Third グループの結果（917.1m）は５番目の評価（低い，
800 ～ 960m）であった．同一大学内の選手であっても，競
技水準によって Yo-Yo IR2 の結果に差があることから，間欠
的高強度運動能力の指標である Yo-Yo IR2 の結果は，同一
大学内選手の競技水準を反映する指標であると考えられる．

CMJ は，下肢の瞬発的無酸素パワーの指標として用い
られる．本研究の各グループの CMJ の結果は，U19 男子
サッカー日本代表の 42.9 ± 4.2cm（日本スポーツ振興セン
ターほか，2020）と比較して，低い値であった．津越と浅
井（2010）は，ユースおよびプロカテゴリーのサッカー選
手において，競技水準の高いグループは競技水準の低いグ
ループと比較して，垂直跳びの結果に優れていたことを報
告している．また，Sasaki et al.（2016）は，大学サッカー
選手を対象に垂直跳びを測定し，大学からプロクラブと契
約した大学サッカー選手の平均値は 63.5cm だったことに
対し，契約しなかった選手は 58.9cm を記録し，大学から
プロクラブと契約した選手の結果が契約しなかった選手よ
り優れていたことを報告している．このように，先行研究
では，下肢の瞬発的無酸素パワーおよびジャンプ能力は，
サッカー選手の競技水準を知る上で有用な指標の一つであ
る こ と が 示 さ れ て い る． そ し て 本 研 究 で は，First，
Second グループは Third グループと比較して CMJ の結
果に優れていた．CMJ の結果は，同一大学内選手の競技
水準を反映する指標であると考えられる．

5RJ に用いられるような連続した跳躍は，単発の跳躍と
比較すると，動作時間が非常に短いという特徴があり，限

られた時間内で大きな力やパワーを発揮する必要がある．
そのためには，力の立ち上がり率の高さや予備的緊張，伸
張反射などを効果的に利用する能力が求められるため，筋
発揮能力とともに神経系の適応が重要な要素となる．この
ような，限られた時間で繰り返し行われるパワー発揮に重
要なヒトの筋腱複合体の伸長－短縮サイクルは，間欠的に
高強度運動を行うサッカー選手にとって重要である．また，
バングスボとモア（2015）は，エリートサッカー選手は１
試合中に９〜 22 回のジャンプを行っていることを報告し
ている．したがって，サッカー選手にとって重要な体力要
因であるジャンプ能力の指標として CMJ だけではなく，
5RJ を測定することは，より詳細に選手の体力を把握する
上で有用であることが考えられる．また，山田ほか（2020）
は大学男子サッカー選手を対象に CMJ と 5RJ を計測し，
5RJ を得意とする RJ 型，CMJ を得意とする CMJ 型に分
類した．その結果，RJ 型の選手は，競技水準の高い選手
に多い傾向にあることを報告しており，近年の早いゲーム
展開で行われる多くのスプリントや方向転換によって，短
い時間で遂行されるパワー発揮能力が求められていること
を考察している．本研究の各グループの 5RJ Index は，
U19 男子サッカー日本代表の 2.013 ± 0.235（日本スポー
ツ振興センターほか，2020）と比較して，First グループ
は高い値，他グループは低い値であった．そして，本研究
では，競技水準の高いグループほど5RJの結果に優れていた．
本研究によって，同一大学内の競技水準が高いグループ程，
5RJ の結果に優れている可能性があることが示唆された．

サッカー選手は試合中におおよそ 90 秒に一度，２〜４
秒程度のスプリント運動を行い，１回当たりのスプリント
距離の 96% が 30m より短く，その平均距離は 10 〜 15m

Table 2   Physiological characteristics of subjects

First (n = 14) Second (n = 52) Third (n =45)

Yo-Yo IR2 (m) 1340 ± 273†* 1033 ± 215 * 917 ± 211

0-10m Sprint (sec) 1.82 ± 0.05 1.84 ± 0.06 * 1.80 ± 0.07

0-20m Sprint (sec) 3.05 ± 0.07 3.11 ± 0.09 3.08 ± 0.09

0-30m Sprint (sec) 4.22 ± 0.10 4.30 ± 0.11 4.30 ± 0.12

CMJ (cm) 40.2 ± 4.6 * 40.4 ± 4.0 * 35.6 ± 4.1

5RJ (index) 2.23 ± 0.45 †* 1.97 ± 0.30 * 1.78 ± 0.32

Yo-Yo IR2, Yo-Yo Intermittent Recovery Test ; CMJ, Counter movement jump 
test ; 5RJ, 5 rebound jump test. Values are means ± SD.  † p < 0.05 vs. Second, * 
p < 0.05 vs. Third.
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で あ る（Mohr et al., 2003; Tumility, 1993; Stolen et al., 
2005; Di Salvo et al., 2009）．Cometti et al.（2001）は，フ
ランスのプロサッカー選手の 30m のスプリントタイムは，
アマチュアサッカー選手を比較して同程度であるが，10m
スプリントタイムは短かったことを報告している．このよ
うな背景から，Stolen et al.（2005）や Cometti et al.（2001）
は，サッカー選手を対象に短い距離でのスプリントテスト
を実施し，選手の能力を比較する際は，15m 以下の距離
で実施することが望ましいと報告している．一方で，津越
と浅井（2010）はユース年代の競技水準の高いグループと
競技水準の低いグループを比較し，10m スプリントタイ
ムに差がなかったことを報告している．津越と浅井（2010）
は，日本代表のサッカー選手と日本代表より競技水準の高
いフランス代表のサッカー選手の体力テストの結果を比較
し，10m スプリントタイムにおいては，日本代表の平均
値が上回っていたことから，特に 10m スプリントは，選
手の体力以外の要因が測定結果に交絡していることを考察
している．また星川ほか（2012）は，スプリントの距離を
短くするほどスプリントに要する時間も短くなるため，
10m スプリントテストは 20m スプリントテストと比較し
て，誤差要因の影響が大きくなる可能性を報告している．
本研究では，20m，30m スプリントテストの結果に有意差
はみられず，10m スプリントテストの結果では，Third グ
ループは Second グループより優れていた．本研究によっ
て，スプリントテストは同一大学内で異なる競技水準を反
映していない可能性が示唆された．

本研究では，ジャンプテストはスプリントテストと比較
して，より同一チーム内の男子大学サッカー選手の競技水
準を反映する指標であった．Tauchi et al. （2008）は，一
般的な男性のジャンプ能力は 16 〜 20 歳で成長が停滞する
が，長い期間競技特異的なトレーニングを行っているエ
リートアスリートは，18 歳以降もその競技に特異的なジャ
ンプ能力を向上させることを報告している．前述の通り，
CMJ と 5RJ はサッカー選手にとって競技特異的なジャン
プ能力を判定していることが考えられるため，18 歳以降
のサッカー選手の競技水準を反映する可能性がある．一方
で，谷川ほか（2011）は，大学男子サッカー選手を対象に，
一般的な筋力トレーニングとスプリントを組み合わせたト
レーニングを処方した場合スプリント能力が低下したこ
と，専門的なスプリント技術トレーニングを処方すること
でスプリント能力が改善する可能性を報告している．つま
り，大学サッカー選手にサッカーの競技特異的なトレーニ
ングのみを処方し，専門的なスプリント技術トレーニング
を十分に処方していない場合，本研究結果のようにジャン
プテストの結果は競技水準を反映し，スプリントテストの
結果が競技水準を反映しない可能性がある．

以上のことから，本研究は，競技水準の高い同一大学男
子サッカー選手程，Yo-Yo IR2 と CMJ，5RJ の結果が優れ
ている可能性があることを示唆するものである．サッカー
は間欠的に無酸素性運動を繰り返す特徴を持っているた
め，間欠的高強度運動能力と無酸素性運動能力を定量化す
ることが選手の競技水準を判断するために重要であると考
えられる．また本研究では，スプリントテストと比較して
ジャンプテストの方が，同一チーム内の大学男子サッカー
選手の競技水準の違いを反映する可能性があることが示唆
された．今後は，測定項目として有酸素性持久力や筋力，ジャ
ンプ時の加速度など多くの項目を分析することで，大学男
子サッカー選手を対象とした適切なフィジカルトレーニン
グについて検討することができる可能性がある．また，他
の戦術特性を持つ集団の場合，体力指標に異なる特徴が現
れる可能性があるため，対象チームの戦術特性を客観的に
定量化し，競技水準と体力特性の関係を調べる必要がある．

5.  まとめ

本研究は，競技水準の異なる同一チーム内の大学男子
サッカー選手を対象に，間欠的高強度運動能力と無酸素性
パワーの指標となる体力テストを行った．本研究では，競
技水準の高い大学男子サッカー選手は，同じチーム内の競
技水準の低い選手と比較して，間欠的高強度運動能力の指
標となる Yo-Yo IR2 と瞬発的無酸素パワーの指標となる
CMJ，5RJ の結果が優れていた．また，スプリントテスト
は競技水準の高い選手が優れたパフォーマンスを発揮する
わけではなかった．そのため，ジャンプテストはスプリン
トテストと比較して，同一チーム内で異なる競技水準をよ
り反映する無酸素性運動能力の指標である可能性がある．
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